
主体的な学びをつ くる言語活動
「大造じいさんとガン」の紹介帯づ くりを通 して

藤 田 智 之

1は じめに

新学習指導要領の完全実施 まで,小 学校 では1年 となった。大 きな改

革 の中で,こ れ まで とは違 う視点で,さ らに付 け加 えられた内容 を確認

しなが ら,新 しい形の授業 を目指 さなければな らない と考える。「これま

で通 りの授業で大丈夫です よ。」 という声 を聞 くことがあるが,戦 後最大

の改革 とまで言われる今回の改訂 をこれまで通 りとして片づ けるわけに

はいかない。 どの内容 についても,喫 緊の課題 であ り重 要なことである

と考える。

国語科の 目標を見

て み る と,形 式 も

内容 も変 更 され て

い る。 図1は 現 学

習指 導 要 領 の 国語

科 の 目標(註1),図2

は新 学 習 指 導 要領

の ものである(註2)。

注 目 したい のは,

新 学習 指 導 要 領 国

語科 の 目標 の 一 文

目で ある。「言葉 に

よ る見 方 ・考 え 方

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し,伝 え合う力を高め

るとともに,思 考力や想像力及び言語感覚を養い,国 語に対する関心を

深め国語を尊重する態度を育てる。

図1現 学習指導要領 国語科の目標

嘗纂 によ葛菟方 ・瀞 え方 を働かせ,鑑 議活動を遡して,臨 譜で蕉確 に理鰐

し適切 に婁現する資質 ・醗力を次のとおり育成するζとを観猶す。

{1}日 常趨活に必婆な磁語について,そ の特質を理解 し遡切鶴鐘 うことがで

iきるようq:"す」るo

鋤 日常熱活 にお骨る入 との関わ りの中で俵 え含 うカを織め,思 考力や想億

力を養 うβ

{3}醤 藁 が もつ よさを認識する とともに,醤 語嬢 覚を鍵 い,園 語の大切 さを

鴎覚 し,翻 語を尊重 しで その能力の向薫 を園 る態度 を淺 う尊

図2新 学習指導要領 国語科の目標

を働かせ,言 語活動 を通 して,国 語で正確 に理解 し適切に表現する資質 ・

能力 を次のとお り育成す ることを目指す。」と記 されている。その中でも,

「言語活動 を通 して」 とい う部分が,重 要である と考 える。国語科 の資質 ・

能力 を育成す るためには,言 語活動 を通 さなければならない と言っても
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過言で はない。教 師の一方的な教 え込みや教師指主導の一斉授業ではな

く,児 童生徒が主体 となる言語活動 を通 して,力 をつけてい く必要がある。

今 回の実践研究では,そ の ことを踏 まえ,言 語活動 を中核 に据 えた授

業 を展 開し,言 語活動の在 り方 を考える。

18

2学 習の実際

2-1授 業実践

(1)日 時:平 成30年11月6日(火)～11月16日(金)

(2)学 年:5年32名(男16名,女16名)

(3)単 元名:す ぐれた表現に着 目して,物 語のみ りょくを伝 え合おう

(4)教 材名:大 造 じいさんとガン

(5)単 元 目標

・登場人物の相 互関係や心情 ,場 面 について描写 を捉 え,優 れた叙述

について 自分の考えをまとめることがで きる。

・意見を交流 し,自 分 の考えを広げた り深めた りす ることがで きる。

・語感や言葉の使 い方 に対す る感覚な どについて関心 を もつ ことがで

きる。

(6)指 導計画(全7時 間)

第1次 学習計画を立 てよう

第1時 学習課題を知ろう

第2次 「大造 じいさんとがん」 を読 もう

第2時 魅力ある一文を見つけ書 き出そ う

第3時 グループで読みた くなる紹介帯キャッチ コピーを考えよう

第4時 紹介帯キ ャッチコピーをつ くろう

第5時 紹介帯キ ャッチコピーを書 き換えよう

第3次 学習 を振 り返 ろう

第6時 個人で紹介帯キャッチ コピーを考 えてつ くろう

第7時 つけた力を確 かめ よう(テ ス ト)

(7)単 元について

本作 品は,優 れた情景描写や登場人物 の相互関係 を表す描写が細か く

描かれている。場面の転換や物語のクライマ ックスの部分 な どに,登 場
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人物の心情 を表す優れた叙述が随所 に見 られる。情景描写や行動描写の

す ばらしさに,生 徒 は物語 の世界に引 き込 まれるであろ う。 この優れた

叙述 について,ど の表現が 自分 に強い印象 を与 えたのかを考 え,そ れ を

グループで交流す ることで,自 分の読み を確かな ものにす る とともに,

他者 との感 じ方の違いを知 り,多 様な ものの見方 や感 じ方,考 え方 に触

れさせたい。

全体 的な構成は,「 まえが き」 と 「本文」 に分け られる。本文 は,1年

問 という区切 りごとに,エ ピソー ドが4つ の場面 にまとめ られ,大 造 じ

い さんの残 雪に対す る心情 の変化が描かれている。具体的には,各 場面

で残雪を とらえるために迎 えうつ大造 じい さんの猟師 としての様子が,1

年ごとにまとめ られている。1つ1つ の出来事が丁寧に描かれ,そ の年の

出来事 に次の年 の出来事がつ ながってい くため,時 間の経過や場所の設

定が理解 しやす く,展 開が読み取 りやすい構成 となっている。また,会

話文や地の文の中で,大 造 じい さんの気持 ちを直接表現 していた り,情

景描写 を通 して大造 じい さんの心情 を暗示的,間 接 的に表現 していた り

と,さ まざまな叙述か ら考えをつなげた り広げた りすることができる。

このように工夫 された表現 を読む ことで,登 場 人物 の心情の変化 を読

み取った り,直 接表現 されていない心情 を想像 しなが ら読み取 った りす

る力 を付 けることがで きると考 える。そ して,色 彩表現 や比喩 ・オノマ

トペ等の効果的な表現の工夫 か らも,ど の表現 を根拠 に して 自分 の考 え

を形成 したのか を伝 え合 うことで,見 方 ・考え方 を広 げた り深 めた りす

るのに適 した教材であると言 える。

2-2教 室の事実

(1)第1時 の授業

①授業の流れ

・学習課題 を提示する。

・学習計画を説明する。

・言語活動例 を例示す る。

・本文を黙読する。

②授業の実際
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まず,学 習課題 を提 示 し,学 習計画 を説明 した。学習者が,本 単元で

何 を,ど の ような方法で,ど の ようなことをしてい くのか を示すためで

ある。教師が,そ の時々の状況で予定や内容を自由に変更するのではな く,

学習者である児童が,自 分達の学習 として意識づけることや 目標(ゴ ール)

に向かって,計 画的に学習を進めることを目的 としている。

図3は,本 単元においての学習課題 ・計画 プリン トである。学習課題

には,① 指導事項 「心惹かれ る名文を引用 し」,② 思考操作 「表現 と関連

付 け」,③ 言語活動 「紹介帯を書 こう」を示 している(齢 。

全7時 間の授業の流 れは,学 級全体 で行 う時間 とグルー プで行 う時 間

に分かれていること,特 にグループ学習では,3時 間でおよそ何 を行 うの

かについて説明を行 った。その際 第3・4・5時 に示 した内容はあ くま

で も例であ り,グ ループで話 し合い,ど の ように進めるのか を決めるよ

うに伝 えた。

次に,言 語活動について説明 した。今 回の実践 では,書 店等 で販売 さ

れてい る本 の帯 を見せ,帯 に どの ようなことが書かれているのか,自 分

な らどの帯 に興味があるのか,ど の帯 を見て本 を読みた くなったのかに
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ついて話 し合 った。

その後,モ デル として図4

の 「スーホと白い馬」 と図5

の 「ごんぎつね」を示 した。

そ して,実 際 に使用 す る

図6の 学習 プ リ ン トを提示

して,内 容 を説明 した。① は,

心 ひかれる名文を引用す る。

グループで一番紹 介 したい

名文 を決め る ように指示 し

た。 この引 用 した場 面 を中

心 に 解 説 文 を 書 い た り,

キャ ッチ コピー を書 いた り

して,紹 介 帯 をつ くるこ と

を説明 した。

② は,引 用 した名 文 の場

面や登場 人物 の心 情 を解説

する。解説では,100字 で名

文が どの ような場面であ

るのか を簡潔 に記述す る

よ う に伝 えた。 図7は,

手引 きと して配布 したプ

リン トである。

③ は,「物語全体」と 「引

用 した名文の場面」 をも

とに紹介帯 を書 く。 ここ

では 「○ と○」とい う「と」

でつなぎ,キ ャッチコピー

をつ くるように指示 した。
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この3つ の部分

をグループ と個人

で作成することを

伝え,学 習 として

のゴール(到 達点)

を示 し,質 疑応答

を行 っ た。 最 後

に,「 大造 じい さ

ん とガン」 を黙読

した。 図
7名 文の場面解説の手引き(

2)第2時 の授業

①授業の流 れ

・それぞれの名文 を紹介す る。

・グループで1つ 名文を選び,解 説やキ ャッチコピーについて話 し合 う。

・学習 プリントに書 き進める。

②授業の実際

まず,選 んで きた心 ひかれる名文 をそれぞれが発表 した。その際,選

んだ理由等 も話す ように指示 した。 リー ダーを中心に,選 んだ一文や文

章 を紹介 し,そ の理 由を伝 え合っていた。以下,児 童が選んだ心 ひかれ

る名文の一例 である(図8)。

次に,グ ループごとに心 ひかれる名文 を決めた り,再 度本文 を読み直

した りして活動を進めていった。
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(3)第5時 の授業

①授業の流れ

・各 グループのキャッチ コピーを提示 して良い ものを2つ 選ぶ。

・上位2つ の作品の良さを全体で確かめる。

・キャッチ コピーを再考する。

・キャッチ コピーに込めた思いを伝 え,も う一度良い ものを選ぶ。

②授業の実際

まず,グ ループでキャッチコピーを確認 させた。その後,黒 板に10グ ルー

プの キャッチ コピーを提示 した。各 グループのキャッチ コピーは,図9

の通 りである。
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図9グ ループの紹介帯一覧

この中か ら良いと思ったキャッチコピーを2つ 選んだ。選 んだ結果は,

図10に ある。8グ ループ 「仲 間への想 い と祝福」 と6グ ループ 「勇者残

雪 と一生のライバル」が選ばれた。
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図10児 童 が選んだキャッチコピー

次に,上 位2グ ループへ の質問や どこが良かったのか を話 し合 った。

話 し合いの中では,「なぜ祝福なのか」や 「どうして勇者 という言葉を使っ

たのか」 など,グ ルー プ内でも学級全体で も議論があった。 また,そ の

他のグループへの質問 も行った。同 じ言葉で も,意 図や根拠 とす る部分

が違った り,そ の反対があった りと,グ ループや個 人によって考え方や

感 じ方の違いを確認することができた。

その次に,今 の話 し合いを もとに,自 分達のキ ャッチ コピーを書 き換

えた り,自 分達の想いが伝 わる言葉 になっているのか,も っと良い言葉

はないのか等を話 し合った りした。

修正があるグループは,二 重線で消 した り,言 葉 を書 き加えた りして,

発表を行った。全10グ ループで,書 き換 えたグループが7つ あった。以下,

図11は グループの最終プ リン トである。(書 き換 え等が あったグルー プ

には,右 上 に○で示 している。)

最後 に,そ れぞれのグループが全体 に意図 を発表 し,投 票 を行 った。

結果,7グ ループの 「今 日の敵 と明 日の仲間」が1位 に選ばれた。

多 くの子 どもが このキャッチ コピーに投票 したのは,「今日」 と 「明 日⊥

「敵」 と 「仲 間」 を対比的にとらえ,登 場人物(大 造 じい さん)の 気持 ち

の変化 を表 したもの となってい るこ とや物語全体 と1場 面を表す言葉 に

なっていると考 えたか らであろ う。 このグループは話 し合いの中で,「 策

略」 という言葉に満足 してお り,1回 目の投票で上位を入れると思ってい

た。 しか し,他 のグループか らの質問に よって,名 文 との関係や物語全

体 と名文の場面 の関係 か ら,わ か りに くい表現 になってい ると気づ き,
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曹
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赦
う
茎

〆
P

さ
紳
問

よ りシ ンプルでわか りやす く,自 分達の思い を伝 え られ るようにするに

は どうすればいいのか を話 し合っていた。「今 日の敵 と明 日の仲 間」 も,

3人 が全員納得 した ものではなかったが,時 間の中でこれがベス トである

と判断 し,提 示 し説明 したものであった。

3実 践からの考察

授業 を行 う過程や授業後の分析 の中で多 くの成果 と課題が あった。 こ

のような学習課題やモデルを提示 した学習活動 では,主 体 的に学ぶ姿や

見通 しをもって取 り組 む姿を見 ることがで き,グ ループや個人 と関わる

時間を多 くもて るようになった。その意味で は,よ り子 ども同士,子 ど

もと教材,子 どもと教師の距離 を縮 めることがで きた。一斉授業や輪切

りの活動 では見るこ とので きない活発 に話 し合 う子 どもの姿 を発見す る

ことがで きた。

一方で,支 援 の難 しさを実感 した。支援 を求めているタイミングで支

援で きるか どうかは,子 どもを見取 る力や関わ りや経験 的に培 ってきた

勘,微 妙 な表情 の変化 に気付 くことがで きるか どうかに関わって くる。

その部分 では,学 級経営 的な部分が大 きく関わって くる。子 どもの力 を

適切 に把握 しなければ,適 切 な支援 はで きない。今回の授業で も,課 題
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としてこの点 を挙げることができる。

【成剰

○見通 しを持 って粘 り強 く取 り組む姿

今 回の実践では,学 習課題 とモデルを提示す ることによ り,子 どもは

見通 しをもって学習 を進めていた。グループによっては,お 互いの意見

が真 っ向か ら対立 し,な かなか まとま らなかった ところ もあった。それ

で も,最 後 まで粘 り強 く話 し合い,決 め られた時間内に発表するための

学習プ リン トを仕上 げることがで きた。ふ さわ しい言葉 とい うことで 自

主的 に,辞 書等を活用 した り,時 間 ぎりぎりまで1つ1つ の言葉 を確認

した りする姿が見 られた。

この姿 は,中 央教育審議会 の答 申の主体 的 ・対 話的で深い学びを実現

す る意義 に示 された 「主体 的な学 び」,「学ぶ ことに興 味や関心 を持 ち、

自己のキ ャリア形成の方向性 と関連付 けなが ら、見通 しを持 って粘 り強

く取 り組み、 自己の学習活動を振 り返 って次につ なげる 「主体的な学び」

が実現できてい るか。」(註4)につなが っていた と考える。見通 しをもって,

限 られた時間の中で粘 り強 く考え話 し合 う姿 は,ま さに今後求め られる

姿 といえる。

【課題】

○適切 なタイミングでの支援

10グ ループが学習 している中で,1つ1つ のグルー プを見回 り,時 に

は一緒 に話 し合 いに参加 しなが ら状況 を確認する。話 し合いの方 向性が

ずれていれば修正 していけるように助言 した り,も てる力 を引 き出すた

め に質問 した りして きた。 しか し,今 回の実践で はキ ャッチ コピー とし

ての 「○ と○」が,「大造 じい さんとガン」を対比 したものになったグルー

プがあった。

その意味で は,各 グループに適切な支援 を行 うことが できなかったと

考 える。第1時 の説明だけで はな く,途 中で も全体に向けての問いかけ

や全体指導 を入れ る必要があったか もしれない。 しか し,全 体への問い

かけや指導 は,そ れを必要 としていないグループに とっては,学 習を進

めてい く上で,無 駄 な時間にな りかねない。そのことも踏 まえた うえで,

今後 どのように適切 な支援 を行 ってい くか考 えてい く必要がある。
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4お わりに

言語活動 を通 して,国 語の力 を育む ことは容易ではない。本実践で も,

授業 を通 して子 どもと向 き合い,多 くの改善点が見 つか った。 その一部

を本論で まとめた。授業 をしなが ら修正 した り,変 更 した りと子 ども達

の活動 に支障を きた さない ように配慮 しなが ら学習活動 を見守 り指導 し

た。

その 中で,言 語活動の奥深 さを感 じる と共 に,子 ども達 に とって魅力

的で,今 の力 をさらに伸 ばすための言語活動 とは どうい った ものなのか

を今後 も模索する必要がある。子 どもの実態 にあった活動 つ まり今 もっ

ている力 を出 し切 り,さ らに一歩先 にある力 を身につ けることがで きる

活動 であ り,学 習指導要領で示 されてい る言語事項 と照 らし合 わせ,学

びに浸ることができる活動である。

今 回の実践 で も,多 くの場面で子 ども達 に助け られ,ま た新 たな発見

をで きたことは貴重な財産 となった。今後 も,子 ども達の国語 の力 を伸

ばす ことができるように授業を構築 し実践 してい きたい。

(本学 附属京都小中学校教諭)
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